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顔形態の社会的シグナルとしての役割

	 Individual differences in human facial morphology are a source of information for the rapid acceptance of social 
characteristics of individuals. However, due to confounding with facial expressions and inconsistencies in measurement 
criteria, the relationship between facial morphology and social trait acceptance is still controversial. In this study, we 
examined the relationship between metrics of facial morphology and social trait acceptance, such as “reliable”, “dominance”, 
and “masculinity”, using artificially generated face stimuli with no facial expression. We also investigated the effect on 
social trait acceptance of partial loss of facial morphological information due to the wearing of masks, which has become 
routine in the Corona Disaster. Furthermore, we investigated the effect of blushing, which is associated with the emotion of 
embarrassment and evolutionarily unique to humans. The results revealed that facial width to height ratio (fWHR) affects 
social trait acceptance, and that the two metrics of fWHR have different effects. Wearing a mask partially changed the 
acceptance of social traits. The blush effect was found to be effective only for the "masculinity" rating by women subjects. 
The results of this study clarify the sociobiological significance of human facial morphology and provide empirical evidence 
for psychosocial interventions in face-to-face communication.

Facial morphology as a social signal
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Nara Women s̓ University, Faculty of 
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１. 緒　言

　生物の形態には個体差がある。ヒトの顔形態の個体差は、
他の身体部位に比べ顕著であることが知られている 1）。顔
形態が表すのは、個人を同定する個体情報だけではない。
対称性、肌の質感や色などは人の印象を左右し 2, 3）、表情
によって人の感情を伝えることができる 4）。しかし表情か
ら読み取る感情は、場面の状況（文脈）に大きく左右され、
同じ表情であっても文脈が異なると受け取り方が全く異な
ることさえある 5）。表情に依存しない、無表情の顔形態は
安定した特性である。また、ヒトが顔画像から人物の印
象を判断するのに必要な時間は 0.5 秒程度であるという 6）。
このように顔形態は、個体の特性を素早くかつ効率よく伝
える情報源である。
　顔形態は顔の縦横比（Facial width to height ratio: fWHR）
という指標によって、これまで多くの研究が行われてき
た。ヒトのfWHRには男女差があり、テストステロンの血
中濃度、社会的地位や攻撃性との関連が報告されてきたも
のの、否定的な結果も多い 7）。最近非ヒト霊長類において
も、fWHRの性的二型性や攻撃性などの行動特性との関連
が報告されている 8-10）。さらに、顔形態の発信側の関連性
だけではなく、受容側にとってどう受け取られるのかとい
う検証も行われてきた。しかしfWHRの測定基準が複数あ

り、顔画像に表情が含まれているなど、実験条件のばらつ
きが指摘されており、基準の統一および表情の影響を調整
した研究が求められている 11）。本研究では、人工顔モデ
ルFaceGen（自動 3D顔作成のためのソフトウェア）に標
準で装備される高解像度 3D顔スキャンデータセットから
得られた各民族の平均顔（表情なし）およびそのModify機
能を利用した。顔刺激から受け取る社会特性の評価軸につ
いては、「信頼性」「支配性」という独立した二因子が抽出
されており 12）、本研究ではこれに「男性性」すなわち顔形
態の性的二型性の受容を加えて検証した。
　コロナ禍において日常的となったマスク装着が与える
社会認知能力への影響が懸念されている 13）。本研究では、
顔形態の各種計測指標と顔刺激から受容する上記の社会特
性二因子と性的二型性の関連を明らかにした上で、マスク
装着がこれに与える影響を調査した。さらに、他者視点取
得能力に基づく高次の感情としての羞恥感情に伴う赤面現
象に着目し、赤面が社会特性二因子と性的二型性の評価に
与える影響を調査した。赤面現象は、自律神経系の調節下
にあるが大脳上位中枢に強く支配される。赤面顔を受容す
る側の印象は表情に左右されるとの報告があるが 14）、人
工顔刺激を用いた実験はまだない。

2. 方　法

2. 1.  対　象
　 20 ～ 25 歳（平均 21 .48、標準偏差 1.27）の健康な男女
30 人（男性 13 人、女性 17 人）が実験に参加した。実験開
始前に実験の内容について説明を行い、書面上で実験参加
への同意を得た。本研究は、奈良女子大学における人を対
象とする研究に関する倫理規程（令和 2 年 2 月 19 日規程
第 74 号）に則り、倫理審査委員会において承認された（承

奈良女子大学研究院生活環境科学系

横 山　ち ひ ろ



− 189 −

顔形態の社会的シグナルとしての役割

認番号 21-71）。

2. 2 .  課題の概要
　使用した顔画像は、FaceGen Modeller3 . 5（顔作成モ
デリングソフトウェア）を用いて作成された。FaceGen 
Modeller内のデータから得た中性平均顔 5 種類（Racial 
Groupを使用）を“face-brow-nose-chin-ratio” 機能を用い
てfacial wide hight ratio（fWHR）を調整し元となるRacial 
Group別に 5 パターンを作成、顔画像を合計 25 種類用意
する。作成したすべての顔画像について、Fiji（画像計測
ソフトウェア）を用いて、これまでの研究で用いられてき
た顔形態計測指標であるfWHRを 2 種類計測した（図 1）。
fWHRstomionは左右頬骨弓点間距離を鼻鞍点・口点間距
離で割った値、fWHRlowerは左右頬骨弓点間距離を鼻鞍
点・おとがい点間距離で割った値である。
　上記の顔画像（標準顔画像）に加えて、マスク装着によ
る情報一部欠損（マスク装着顔画像）、頬部のカラーリン
グ（赤面顔画像）を加工し、合計 3 群のセットを作成する。
マスク装着による情報欠損はGIMP（画像編集ソフトウェ
ア）で加工し、頬部のカラーリングはFaceGen Modeller
の“cheek blush”機能を用いた。

　課題はオープンソースの心理実験環境Psychopyを用い
て作成した。顔画像提示画面では、25 種類の顔画像から
元となるRacial Group別に左右 20 ペア（合計 100 ペア）を
作成しこれを順序ランダムに提示した。評価画面では、顔
画像ペアの下に「信頼できる」「支配的」「男性らしさ」につ
いて「どちらの顔がより該当するかと問いキーボードの左
右の位置に対応するキー（左ならZ、右なら／）を押すよ
うに促した。回答時間は制限せず、反応した後に次の質問
に移行する。被験者は、1 回目の検査で、標準顔画像を用
いた課題（全 100 ペア）を行った【実験 1】。2 週間以上の間
隔をあけ 2 回目の検査で、マスク装着顔画像を用いた同じ
課題（全 100 ペア）を行った【実験 2】。同日に 20 種類の顔
画像の赤面像（同じ画像でカラーリングの有無、左右の位
置違いを含めて 50 ペア）を行った【実験 3】。顔画像評価課
題の画面の例を示す（図 2）。

2. 3.　解析の方法
　各人の標準顔画像およびマスク装着顔画像に対する社
会特性（信頼性、支配性、男性性）の評価スコアを算出し
た。評価スコアは、選択された=1、選択されない＝ 0 と
した全試行の平均とする。標準顔画像の結果とマスク装着
画像の結果はそれぞれ、性別を交絡因子として加え各評価
スコアについて顔形態計測指標（fWHRstomionあるいは
fWHRlower）との関連を一般化線形モデルGeneral linear 
model（GLM）にて検定した（分布型は準二項分布、関数
は二次関数）。マスク装着の有無が社会特性の評価スコア
に与える影響の検定として、標準顔画像の結果とマスク装
着画像の結果を統合し、上記のモデルにマスク装着の有
無を交絡因子として加えた検定を行った。赤面の社会特性
評価スコアにあたえる影響は、選択された=1、選択され
ない＝ 0 として全試行の評価スコアについて、赤面が全く
影響を及ぼさない場合に評価スコア 0.5 を比較値としたウ
ィルコクソンの符号順位検定を行った。統計的有意差は
p<0 .05 とした。

図 2　課題の画面の一例
実験１（標準顔画像実験）で用いた課題（左）、実験２（標準顔画像実験）で用いた課題（右）

図１　2 種類の fWHR の計測基準
fWHR stomion（左）および fWHR lower（右）。A
は左右頬骨弓点間距離、B は鼻鞍点・口点間距離、
B は̓鼻鞍点・おとがい点間距離を示す。
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3.  結　果

3. 1.  顔の縦横比と社会特性評価 【実験 1】
　目的変数を社会特性評価スコア、説明変数をfWHR指標
の値と性別とその交互作用とした分析で、fWHR stomion
は 3 つの社会特性評価スコアすべてに影響した。信頼性評
価は、支配性評価および男性性評価と異なり、fWHRの中
央値よりやや大きい値で信頼性が最も高くなり、またその
関係に性差がある傾向を示した。一方、fWHR lowerは信
頼性評価に有意な影響は認められず、支配性評価と男性性
評価に影響していたが、その関連性はfWHR stomionの場
合と逆方向であった（図 3）。

3. 2.  マスク効果 【実験 2】
　マスク装着顔でも同様の分析を行った。fWHR stomion
は 3 つの社会特性評価スコアすべてに影響した。信頼性評
価は、支配性評価および男性性評価と異なり、fWHRの中
央値よりやや大きい値で信頼性が最も高くなり、その変
化の幅は女性の被験者のほうが大きかった。一方、fWHR 
lowerは信頼性評価に有意な影響は認められず、支配性評
価と男性性評価に影響していたが、その関連性はfWHR 
stomionの場合と逆方向であった（図 4）。
　標準画像とマスク画像を用いた実験の結果を統合し、目

的変数を社会特性評価スコア、説明変数をfWHR指標の値
と性別に加えてマスク装着の有無とその交互作用とした分
析では、fWHR stomionで、マスク装着の有無は信頼性評
価と男性性評価に効果のある傾向を、支配性評価に有意な
効果を示した。また、fWHR lowerで行った分析では、マ
スク装着の有無は信頼性評価に有意な効果、fWHR値との
間に有意な交互作用を示した（図 5）。

3. 3  赤面効果 【実験 3】
　赤面が全く影響を及ぼさない場合に社会特性評価スコア
の平均値として 0.5 を比較値としたウィルコクソンの符号
順位検定では、男性性評価でのみ顔色の違いがスコアに有
意な効果を与えていた。被験者の男女別で検定を行ったと
ころ、この効果は女性の被験者でのみ有意であった（図 6）。

4.  考　察

4. 1.  顔の縦横比と社会特性評価
　顔形態の個体差の指標であるfWHR stomionとfWHR 
lowerは共に社会特性スコアに影響を与えているが、その
影響の大きさや方向は異なっていた。これまでの研究に散
見される矛盾の一因には、それぞれの研究で用いられた顔
形態の指標に不一致が考えられる。fWHR lowerの値は下
顎の大きさと負の関連があり 11）、本研究の結果は、下顎

図 3　fWHR値と社会特性評価（標準顔画像）
上段はfWHR stomion、下段はfWHR lowerの結果。横軸はfWHRの値、縦軸は社会特性評価スコア、信頼性評価（左）、支配性評価（中）、
男性性評価（右）の散布図および回帰曲線を示す。参加者の性別は男性（青）、女性（赤）で表している。
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図 4　fWHR 値と社会特性評価（マスク装着顔画像）
上段は fWHR stomion、下段は fWHR lower の結果。横軸は fWHR の値、縦軸は社会特性評価スコア、信頼性評価（左）、支配性評価

（中）、男性性評価（右）の散布図および回帰曲線を示す。参加者の性別は男性（青）、女性（赤）で表している。

図 5　マスク装着の有無を説明変数に加えた一般化線形モデルの回帰係数
上段は fWHR stomion、下段は fWHR lower の結果。各パラメータの推定値の 95% 信頼区間を示す。***p<0.01, **p<0.01, 
*p<0.05, ̇p<0.1
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が大きくなるほど支配的で男性的であると評価されるこ
とを示唆する。実際、日本人の調査では男性の方が女性
より顎が大きい 15）。また、人工顔の縦横比を操作し同様
の評価を調査した先行研究では、fWHRの高い顔は信頼性、
支配性、男性性が高いと評価されていた 16）。本研究では
fWHR stomionおよびfWHR lowerの実測値との関連を調
査することで、各指標との関連性の違いを明らかにした。
　本研究では、受け取り側の性別が顔の形態と社会評価の
関係に影響することも明らかとなった。信頼性評価では
fWHR stomionと被験者の性別に交互作用の傾向が見られ、
男性の方が女性に比べてfWHR stomionが高い顔をより信
頼できると評価する傾向にあった。この結果は、赤面効果
において受け取り側の性差が存在したことと同様に、社会
的背景による影響があるかもしれない。
　社会特性評価と顔形態指標との関連において、信頼性評
価は支配性・男性性評価に比べて特異な性質を持っている
ことが明らかとなった。信頼性評価とfWHR stomionとの
関連は男女とも、支配性・男性性評価では示されないベル
型の近似曲線を示し、fWHR lowerでは関連を示さなかっ
た。信頼できるか否かは、対象となる人物の「誠実性」を評
価していると考えられる。「誠実性」は進化過程においてチ
ンパンジーやヒトにはじめて見いだされる性格因子であり 17）、
その特異性が顔形態指標との関連に表れていた可能性があ
る。

4. 2 .  マスク効果
　標準顔画像と同様、マスク装着顔画像の場合でもfWHR 
stomionとfWHR lowerは共に社会特性スコアに影響を与
えており、かつその影響の大きさや方向は異なっていた。
社会特性スコアと顔形態指標との関連性はマスク装着によ

って大きく変化することはなかったものの、マスク装着の
有無を説明変数に加えた分析では一部有意な影響を与えて
いた。fWHR stomionを用いた分析では、マスク装着の顔
はより信頼できる（傾向）、支配的でない、男性的である

（傾向）と評価される効果があり、fWHR lowerを用いた分
析では、マスク装着の顔はより信頼できると評価される効
果があることが示された。これらの結果は、マスクによっ
て見た目の魅力が上昇するという先行研究の結果と矛盾し
ない 18, 19）。マスクによる顔形態の視覚情報の一部欠損は、
表情受容や個体識別に影響することはすでに報告されてい
る 13）。
　
4. 3.  赤面効果
　顔色の有無は男性性評価において有意な負の効果があ
り、この効果は女性の被験者で顕著であった。顔色が赤い
顔が女性らしいと判断されたことは、男性の方が女性の顔
より赤いという先行研究の報告と矛盾する 20）。本研究では、
高次の社会的感情である羞恥に伴う顔色の変化から着想を
得て実験を行ったため、顔領域の一部である頬の部分のみ
変化させたが、多くの先行研究では顔全体の肌の色を変化
させている 21-23）。また、社会的背景によって顔色の赤み
に対する評価や女性のメイクアップの方法の違いが影響し
ている可能性がある。例えば、日本の女性はメイクアップ
の際のチークカラーの使用率が高く、15 歳から 29 歳まで
の 86%以上の人がチークカラーを使用することが報告さ
れている 22）。一方で、中国の女性の間ではチークカラー
は日常で必要な化粧品とされていない 23）。日本では多く
の女性が頬の赤みを増やすようなメイクアップを行うこと
から、特に女性の被験者が顔色の赤い顔をより女性らしい
と評価したのかもしれない。

図６　赤面効果
被験者全体（左）、男性（右上）、女性（右下）の結果。グラフの横軸は、信頼性、支配性、男性性評価を表す。縦軸は赤面画像を選
んだ割合を示す。
*p<0.05, ̇̇p<0.1



− 193 −

顔形態の社会的シグナルとしての役割

5.  総　括

　本研究により、顔形態は受容側の評価である社会特性評
価に確実に影響を与えていることが示された。また顔形態
の指標の違いによってその影響の大きさや方向が異なって
いた。またマスク装着や頬部の色変化は、社会特性評価に
部分的に影響を与えていた。その影響は評価される社会特
性や被験者の性別に特異的であった。これらの特異的な影
響には生物学的および（あるいは）文化的背景の存在が考
えられる。今後さらなる検証が必要である。
　顔形態が社会特性評価に影響するということは、印象操
作が可能であることに他ならない。ポスト・コロナの時代
となり、マスクをはずすことに対する不安 24）、男性にお
ける化粧意欲の高まりなどが報告されている 25）。本研究
の結果は、今後化粧の心理・文化的な効果の実証など応用
研究につながる可能性がある。
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